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緒　　言

　近年，核医学診療における短半減期核種の利用

が一段と活発になりつつある．In　vivo　RI甲状腺

検査においてもf’f；mTcの利用が試みられている

がLL｝），理論的には放射性ヨードを用いる方法が

望ましい．その点，1231は最も期待される核種で

あるがL）’3’4），入f’が困難な上，その純度に問題が

あり，一般的普及の障害となっていた．

　最近，医療用サイクロトロンの普及と，その技

術的進歩にあいまって，わが国でも比較的高純度

の1231の入手が可能となりつつある．

　著者らはIL’31製剤につき，その基礎的検討を行

ない，pinhole　co川matorを用い，入手後すみやか

に検査に供することにより，混在核種の影響は無

視できることを確め報告した5）．

　そこで今回は，pinhole　collimatorで検査ので

きる代表的臓器である甲状腺をとりあげ，実際の

臨床応用に関する検討を行なったのでその成績に

っき報告する．

材料および方法

検討に用いた1231は日本メジフィックス社のサ
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イクロトロンで産出したNa1231カプセルを用い

た．なおNai231ヵプセルの純度はすでに報告5）し

たごとくである．

　検討に用いた装置は，甲状腺imageを得るため

には米国Picker社製のDyna　camera　3Cと，同

社製のpinhole　collimatorを，また甲状腺IL’31摂

取率の測定には島津製作所製の動態機能測定装置

を用いた．

　対象には甲状腺疾患者70例をあてたが，その

内訳は未治療の甲状腺機能克進症21例，治療後

の甲状腺機能充進症2例，甲状腺機能抵下症7例，

甲状腺機能低下を伴わぬ慢性甲状腺炎10例，結節

性甲状腺腫18例，および単純性甲状腺腫12例，で

あった．各症例の最終診断は臨床所見，および基

礎代謝率．T，－Resin　Uptake，　T，ならびにT，濃度，

およびTSH値を基に決定したが，慢性甲状腺炎

では血中抗サイクログロブリン，およびマイクロ

ゾーム抗体価も合わせ参考にした．

　方法はすべての症例にあらかじめ2週間のヨー

ド制限を厳守させ，Nal231ヵプセル200　Ptciを温

水とともに経口投与し，投与後1，3，6，9，および

24時間後の甲状腺1231摂取率と，3，6，9，および

24時間後の甲状腺imageを同一条件下で比較検

討した．なお，うち3例と健常人1例の計4例に

っいては，IL’31カプセル投与前，および投与後，

20，40，60，120分と採血し，血中1231放射活性を

測定することにより，Nal231ヵプセルの吸収速度

をみた．また，一方，検査設定時間を検討する目
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的で，甲状腺機能充進症5例，euthyroid　stateの

甲状腺疾患6例，および甲状腺機能低下症5例に

っきおのおの頸部カウントの推移を測定比較した．

結　　果

　NaiL’：31カプセルの吸収速度を検討した成績は

Fig．1に示したごとくであった．　Fig．1でも明ら

かなごとく，Nal231カプセルの吸収速度は一定で

はなく，症例により差があることが確かめられ，

早い症例では20分を，またおそい症例では40分

を極大とし，以後漸減する結果がえられた．

　頸部カウントの推移をみた成績をFig．2に示し

た．甲状腺機能九進症では3時間値を極大とし，

一方甲状腺機能低下症では1時間値を極大とする
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Fig．1　Percent　radioactivity　in　blood　after　administra－

　　　tion　of　1231　capsule　in　a　normal　subject　and

　　　patients　with　thyroid　diseases．　A：Normal

　　　subject，42－year－01d，　man，　Ht　163　cm，　Wt

　　　Wt　68　kg；B：Nontoxic　nodular　goiter，12－

　　　year－old，woman，Ht　150　cm，Wt　45　kg：C：Chr．

　　　thyroiditis，54－year－old，　woman，　Ht　154　cm，

　　　Wt　54　kg；D：Hyperthyroiditis，20－year－old，

　　　woman，　Ht　152　cm，　Wt　57　kg．
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Fig．2　Radioactivity　in　the　neck　after　administration

　　　of　1231　capsule　in　patients　with　thyroid　diseases

もの，3時間値を極大とするものが認められた．

これに対し，euthyroid　stateにある甲状腺疾患群

では2例の慢性甲状腺炎では3時聞値を，2例の

結節性腺腫では6時間値を，2例の単純性甲状腺

腫では9時間値をおのおの極大とする成績がえら

れた．頸部カウントの推移では，甲状腺機能九進

症euthyroid　stateの甲状腺疾患群が以後ゆるやか

な減少を示したのに対し，甲状腺機能低下症では

以後比較的急峻な減少を示した．

　甲状腺疾患70例中，治療後の症例，およびヨー

ド制限不十分例を除く，65例の甲状腺1231摂取

率の経時的成績をFig．3に示した．慢性甲状腺炎

や単純性甲状腺腫の一’部を除き，甲状腺機能によ

る区分は容易との結果であった．また治療によリ

euthyroid　stateにある甲状腺機能充進症では，単

純性甲状腺腫の成績と類似の傾向を示した．

　甲状腺機能検査法としての甲状腺1231摂取率の

評価を目的として，Na1231カプセルの投与に先立

ち採血測定した血中甲状腺ホルモンレベルとの相
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Fig．3　Thyroid　uptake　after　administration　of　1231　capsule　in　patients　with　thyroid　diseases
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Fig．4　Thyroid　images　obtained　with　123いn　a　patient　with　non－toxic　nodular　goiter
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Table　1

核医学　14巻6号（1977）

Correlation　corMcients　between　thyroid　iL’31　uptake　and　plasma　thyroid　hormone

levels　in　patients　with　thyroid　diseases＊＊

In　vivo　tests Thyroid　l231　Uptake－Hour

In　Vitro　tests 1 3

T3－Resin　Uptake

T3　Concentration

T4　Concentration

0．49

0．67＊

0．77＊

0．64

0．83＊

0．81＊

一』－

0．66＊

0．83＊

0．81＊

　9
0．65＊

0．82＊

0．82＊

　24

0．66＊

0．83＊

0．79＊

＊P〈0．Ol

＊＊Without　Chronic　thyroiditis

関をみたところ，Table　lに示すごとき結果がえ

られた．Table　1でも明らかなように慢性甲状腺

炎を除外した場合の甲状腺疾患の血中甲状腺ホル

モンレベルと，甲状腺1231摂取率との間には良好

な相関がえられた．

　甲状腺imageについて同一条件下でえられた結

果の一部をFig．4に示した．甲状腺機能低下症を

除く，甲状腺疾患群では投与後6時間，および9

時間後のimageがより明瞭であったが，これに対

し甲状腺機能低下症では投与後3時間，および6

時間後のimageがより明瞭との成績であった．

考　　案

　現在入手可能なIL’31カプセルは完全な純度を持

つものではないが，すでに著者らも明らかにした

ごとく，pinhole　collimatorを用い，入手後でき

るだけ早い時期に検査を供する限り，技術的には

ほとんど問題がないといえる5）．しかし，短半減

期核種であるため，どの時間帯で検査を設定する

かが問題となる．Nal231カプセルを経口投与し，

血中への出現を経時的にみた著者らの成績では，

個人差がみられるが，おそい症例でも40分では極

大に達する．一方，頸部カウントの成績では疾患

により差異がみられ甲状腺機能低下症の一部では

最も早く，1時間値を極大とし，単純性甲状腺腫

では最も遅く，9時間値を極大とし，その他の疾

患群ではその中間に分布した．頸部カウントが多

い時期に検査を施行することが，技術的には容易

であり，その点からは，検査時間の設定は疾患に

より区別する方が望ましい．しかし，日常臨床上

疾患別に検査時期帯をかえることは煩雑であり，

実用的とはいえない．全甲状腺疾患群につき，そ

の頸部カウントの24時間までの推移をみると，

6時間後での検査であれば十分満足できる臨床デ

ー ターを得ることが可能だと考えられる．事実著

者らの甲状腺疾患における甲状腺1231摂取率をみ

た成績でも比較的早い時期で甲状腺機能を反映す

ることが確かめられた．健常人における甲状腺

IL’31摂取率の推移についても，正常値の設定上か

らも重要であり，興味深いが，今回の著者らの検

討では，種々の理由からこれを施行することはで

きなかった．今後に残された課題だといえる．一

方，甲状腺imageについて甲状腺機能低下症では

3時間，および6時間後で，またその他の甲状腺

疾患では6時間，および9時間後で明瞭なimage

がえられた．以上の検討結果から著者らは1’231カ

プセル投与後6時間後の検査がよいとの結論をえ

たが，6時間後の検査時間の設定が日常臨床上困

難である場合を想定して24時間後の検査成績に

ついても検討したが，十分臨床的に耐えうる結果

がえられた．

結　　語

　現在わが国で産出されるようになった1231は，

臨床応用に際し，吸収速度も比較的早く，投与後

6時間後で検査が可能である．得られた甲状腺

1231摂取率は十分甲状腺機能を反映し，甲状腺

imageもbackgroundが少なく明瞭なimageがえ

られる．放射性同位元素の管理取り扱いや患者の

被曝線量が問題とされている折，1231は頻回の検

査も可能であり，今後広く普及するものと考えら

れる．
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　本論文の要旨の一部はFirst　Asia＆Oceania　Congress

of　Nuclear　Medicine，1976，（Sydney）で発表した．稿を

終わるにあたり1231カプセルを提供いただいた日本メ

ジフィジックス株式会社に謝意を表します．
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